



























































































































































・空欄 1名　良かった 5名　勉強になった 5名
・参加する前は合宿でなくても良いと思っていましたが、結束力というか絆ができたような気がして良かったです。
・宿泊までしてという思いがありましたが、実際に参加してみて参加して良かったと思います。
・同世代でのグループ分けも良かった。血液データの見方を教えてほしい。
・事前に勉強すること、今回であればmEqなどが欲しいです。当日いろいろな症例に触れたいからです。
・自分を見つめ直す場となる。
・飲み会でも若い子たちと交流できた事で自分の中の考えも整理できた。（電車時間を気にせずできたのが良い）
・1 日目より 2日目のほうが仲間でうち解けて意見が出しやすくなった気がします。
・経験年数毎のグループ分けのおかげで、比較的自由な発想ができた。（セッション毎にグループmix しても良いか
とは思います）。
・夕食と交流会が一緒でもよいかと思った。
・2 日間丸々時間をとるには、周りの方の理解も必要でしたので 1日も嬉しいです。
・座学だけでなくディスカッションや発表、宴会等様々な形で学習や情報交換ができ、時間を感じさせない充実した
研修でした。
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表 4　あまり理解できていない人は、時間的にどのく
らいの講義や演習で理解できるか
・空欄 8名　ちょうど良かった 3名
・話をたくさんきくより、ふだんに取り入れさえすれ
ばすぐ身につくのかなと思います。
・理解、知識として自分に残すためには帰ってからが
重要と思います。
・自分で勉強をするしかない気がしますが、どのくら
いは決められないです。「日々」だと思います。
・90分
・回数を重ねていけば理解が進むと思う。
・グループワークやディスカッションを年に 4回くら
いは行っていきたい。行うことができれば何とか…
・予習も必要かと思います。
・半日では難しいと思います。最低でも 1日は必要か
と思います。
表 6　自由記述（意見や感想）1/2
・感謝の言葉　 6名
・今後も研修会を要望　 2名
・有意義な研修会　 3名
・復習の必要性　 2名
・自分の苦手を知ることができた　 2名
・違う職場の先輩方から、働き方の姿勢や日頃の悩み
を聞いて頂けて、働き方を見直すことも学ぶことが
できました。自分の知識が足りず、勉強の必要性を
改めて痛感しました。
・とても楽しくあっという間でした。また恥をしのん
で、参加したいと思いました。
・楽しく学べ、いまの自分のスキルなどの悩みが少し
解消された感じがあります。これからよりスキル
アップをし、患者様によりそった栄養管理を目指し
ていきたいです。
・1 年目だから知識不足が本当に際立ちましたが、「わ
からない」と言える環境だったので質問もしやすく、
とても勉強になりました。グループ分けも良い分け
方と思いました。
・施設やポジションにより経験できることには差が生
じてしまうので、この研修会で学べた事はキャリア
に関係なく大切で良いものだったと思う。回数も重
ねてグループワークの精度も良くなりそう。また参
加したいと思いました。
表 5　もっと効率よくわかり易い研修会のやり方（希
望）はあるか
・空欄 2名　今回の形式で良かった 5名
・講師の先生が 3人とも非常に良かったので満足
・より多くの症例に触れたいです。事前課題があれば
やりたいです。病院の中で実際に目で見てというの
は迷惑になってしまいそうですが、実際に活かすた
めにイメージしやすいとよいと思います
・同じ経験年数くらいの人たち同士のグループ分け、
話の方向性やまとまりやすさも考えると良かった
・あらかじめ講義の題材が分かっていると予習ができ
た（？）（予習しない方が良いかもしれませんが）
・講義の中でももう少し基礎のボリュームを増やして
頂けるとうれしい
・パワーポイントも非常に勉強になりますが、実際に
業務で使用する物品で実演して頂けるとイメージし
やすいです。
・1 セッションの時間が長く、集中力が切れそうにな
りました…
表 7　自由記述（意見や感想）2/2
・当日までセッションの内容がわからなかったので、
どのような内容を学ぶのか、できるのか不安な部分
もありましたが、経験年数が同じくらいの人たちが
集まったグループなので話しがしやすかったです。
病棟担当制の栄養管理では、自分の担当診療科の勉
強はするけど、他がおろそかになってなっているこ
とが改めてわかった。（DM、GDM）急性期～在宅、
それぞれの分で「今何をするか」自分で考えてプラ
ンを立てることが重要であると思った。チーム医療
と言いつつ、頼りすぎていた部分もあったので、自
分で自信を持って提案ができるように今後も日々勉
強していきたいです。
・先生方の講義を聞く機会があって嬉しく思いまし
た。自分にはなかった視点や知識に触れて刺激を受
けました。
・他の勉強会等では無いような雰囲気の下、学ぶこと
ができ、とても居心地の良く刺激になった勉強会で
した。今はできること、分かることの範囲がすごくせ
まく、まだまだ学ぶことの多い、学びきれるか不安
な職種であることを痛感しました。またそれを感じ
ているのは自分だけではないという、ともにそれに
向き合っていける仲間が先輩が、先生方がいるとい
うことを実感しホッとしています。この先もこのよ
うな勉強会には積極的に参加していきたいです。 1
年目からこういった研修に参加させて頂けて幸せで
す。病院栄養士として栄養のプロとして活躍できる
よう頑張ります。
・日常業務に活きるだけでなくモチベーション向上に
もつながりました。
・とても勉強になり、仲間づくりができる勉強会が、格
安で参加させていただけ、とても良い経験になりま
した。また 1年目チームとベテランチームを分ける
試みも良かったと思います。
56
7 ．研修会の感想および改善点
　以上のアンケートの結果から、研修前後を比
較すると理解度の深まった参加者がほとんどで
あった。「きちんとGDM、DMのガイドライン
を確認することから始めたい」「高齢の方にとっ
て栄養とはどういったものか再認識できた」「ポ
イントがよくわかった。明日からの仕事に活か
せる内容が多かった」「これから勉強していかな
いといけない方向性がみえ、道がひらけた感じ
がした」など、目標を見つけられたいという意
見が多かった。また、同じ経験年数同士の組み
合わせであっても、他のグループの意見を聞く
機会を取り入れる方法をとったことで、多くの
意見を聞くことができ満足度が上がったと考え
らえる。この研修会の成果として「話をたくさ
ん聞くより、ふだんに取り入れさえすればすぐ
身につくのかなと思う」「理解、知識として自分
に残すためには帰ってからが重要」という意見
もあり、今後の活躍が期待できた。
　初めての合宿形式で研修会を行ったが、満足
度が高く今後も同様の研修会を望む声が多かっ
た。この研修会の最終的な目標の一つに、学会
発表や研究論文の作成ができるようになること
もある。これからも、実践的な症例検討につい
て学習すると同時に、研究活動を始める第一歩
の手助けになるように、本研修会の開催を続け
ていきたいと考えている。
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した。さらに、オブザーバーとしてすべての
セッションにも参加していただきました。心よ
り深く御礼申し上げます。
